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• ALMAの観測で，原始星周囲の円盤に渦状腕を
発見した． 

• HH111 VLA 1の天体の周囲のガス円盤． 
中心にClass I，ジェットあり． 

• 加えて，HH111 VLA 2について，初めて円盤構
造が見えた．



HH111 VLA 2について，
初めて円盤構造が見えた

M* ∼ 1.5M⊙
·Macc ∼ 2.9 × 10−6M⊙yr−1

ALMA 343 GHz 連続波：ダストの放射



角度平均したもの (a)と(b)の差分

斜めから観測している円盤を上か
ら観測した円盤へ変換したもの

観測結果



渦状腕の形（半径と角度の関係）を，理論モデルと比較した図

実線：logarithmic spiral （重力不安定の場合）
破線：Archimedean spiral （惑星や連星の場合）

いまの観測では，理論モデルには
制限をつけられない．
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• Bok globule BHR 71（ ），背景の

星を使った磁場の偏光観測 

• 磁場の強さ， ．磁気的にはや

や超臨界．温度や乱流成分を加味した場合，ほ
ぼ，臨界に近い状態． 

• 磁力線が大きく湾曲している．衝撃波の影響か？

Mcore ∼ 1.5M⊙

Bpos = 8.8 − 15.0 μG



BHR 71：温度13K，半径0.28pc，質量14.7M◉， 中心に連星(Class0とより進化した星）

偏光の結果（周辺の影響を除いたもの） 磁力線の様子をフィットしたもの

磁力線の大きな曲がりは，
衝撃波のせいか？Bpos = 8.8 − 15.0 μG

磁気的にはやや超臨界だか，温度や乱流成分を加味
した場合，ほぼ，臨界に近い状態と考えられる．

色は柱密度
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• Bondiの定常降着中や，Parkerの定常的星風の安定性
を調べた． 

• 力学系の安定性解析と同じ手法で解析して，等温の場
合と断熱（ ）の場合は安定であることを示し
た． 

• 具体的な例として，特性曲線を数値積分する方法で，
定常解ではない状態を初期条件として時間発展を追い
かけ，定常解に漸近することを確認した．

γ = 5/3
ただし，理論は私にはフォローできなかった．



球対称，点源重力，理想流体，（等温）の定常流

Bondi 降着流

Parker wind
超音速流

亜音速流

音速



Bondi 降着流の場合

Parker wind の場合

青：時間発展

桃：定常解

赤：初期条件

亜音速から超音速に至る星風 亜音速の流れ（Breeze）

定常解でない状態から出発して，定常解に漸近する例．
特性曲線を数値積分する方法 
（初期値問題で解く）

いずれも，定常解に
漸近している



超音速の降着流

青：時間発展

緑：定常解

赤：初期条件

亜音速の降着流

亜音速の降着流で正弦波的に振動している場合

定常解に漸近
している

振動を続ける


